
学校番号 115 

令和２年度 芸術科 

 

教科 芸術 科目 書道Ⅱ 単位数 ２単位 年次 ２年次 

使用教科書 新編「書道Ⅱ」 （教育出版） 

副教材等 高校硬筆の練習 （教育出版） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 

・漢字の書、仮名の書、漢字仮名交じりの書の基礎的な表現を基に自分自身の作品を作りましょう。 

・共同制作を通して、作品を制作する楽しさを学びましょう。 

・硬筆は、行書を中心に美しい字形が身につくように、ボールペンを使用して毎時間授業のはじめ

に学習します。ゆっくり丁寧に書くことが大切です。 

・展覧会に出かけ、たくさんの作品を鑑賞しましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

書道の幅広い活動を通して、生涯にわたり書を愛好する心情を育てる。感性を豊かにし、書写能力

を高め、表現と鑑賞の能力を伸ばす。 

 一人での作品作りだけでなく、共同での作品作りを通して、創意工夫とお互いの考えを積極的に

話し合えるようになる。また、作品完成の喜びを感じる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:書への 

関心・意欲・態度 

b:書表現の 

構想と工夫 

c:創造的な書表現の

技能 
d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

書の創造的活動の喜

びを味わい、書の伝統

と文化に関心を持っ

て、主体的に表現や鑑

賞の創造的活動に取

り組もうとする。 

書のよさや美しさを

感じ取り、感性を働か

せながら、自らの意図

に基づいて構想し、表

現を工夫している。 

創造的な書表現をす

るために、基礎的な

能力を生かし、効果

的な表現の技能を身

につけ表している。 

日常生活の書の効用

や書の伝統と文化に

ついて幅広く理解

し、その価値を考え、

書のよさや美しさを

創造的に味わってい

る。 

評
価
方
法 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

・提出作品 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

・提出作品 

・観察 

・レポート 

・ワークシート 

・提出作品 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 



 

 

４ 学習の活動 

学
期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期 

    

２
学
期 

漢
字
の
書 

・篆書・隷書・草書の用筆

を古典から学ぶ。 

・石鼓文・召尊 

・乙瑛碑・曹全碑 

・書譜・居延漢簡 

・篆書・隷書・草書による二

字創作を画仙紙半切１/２

にする。 

  

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:篆書・隷書・草書の書体の違

いに関心を持ち、意欲的に取り

組んでいる。 

b:各書体の字形や用筆の違いを

理解し、表現を工夫している。 

c:各書体の用筆法を身につけ、

表現している。 

d:書く書体の特徴を理解し、そ

のよさを味わっている。 

・観察 

・ワークシー

ト 

・提出作品 

生
活
の
中
の
書 

・扇子作り 

・イメージに合うように扇子

に着色など工夫する。 

  

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:扇子作りに関心を持ち、意欲

的に取り組んでいる。 

b:扇子の形を生かした表現を工

夫している。 

c:イメージに合う書体選びや表

現の技術を身につけている。 

d:お互いの作品を鑑賞しそのよ

さを味わっている。 

・観察 

・ワークシー

ト 

・レポート 

・提出作品 

２
学
期 

仮
名
の
書 

・仮名の用筆、連綿、散ら

し書きを古典から学ぶ。 

・高野切第一種・継色紙 

・和歌を創作する。 

  

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:仮名に関心を持ち、意欲的に

取り組もうとしている。 

b:古典から仮名の用筆、連綿、

散らし書きを理解し、表現の工

夫をしている。 

c:和歌を創作するにあたり、散

らし書きの表現技術を身につ

けている。 

d:お互いの作品を鑑賞し、その

よさを味わっている。 

・観察 

・ワークシー

ト 

・レポート 

・提出作品 

漢
字
仮
名
交
じ
り
の
書 

・ことわざや詩を創作す

る。 

画仙紙半 1/2 

 

  

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 a:漢字と仮名を調和させ表現す

ることに関心を持ち、意欲的に

取り組んでいる。 

b:自らの意図に基づいて構想

し、表現の工夫をしている。 

c:全体構成・字形・線質・墨色

など効果的な表現の技能を身

につけている。 

d:漢字仮名交じりの書のよさを

味わっている。 

・観察 

・ワークシー

ト 

・提出作品 



２
学
期 

自
由
創
作 

・各自好きな題材で画仙

紙半切１/２に創作する。 

・パネルに表具する。 

・校内に全員の作品を展

示する。 

○  

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:画仙紙半切１/２の創作に関

心を持ち、意欲的に題材を選択

している。 

b:自らの意図に基づいて構想

し、表現の工夫をしている。 

c:今までに学んだ基礎的な能力

を生かし、効果的な表現をし

ている。 

d:作品を鑑賞し、それぞれの作

品のよさを味わっている。 

・観察 

・ワークシー

ト 

・レポート 

・提出作品 

３
学
期 

共
同
制
作
１ 

・６，７人のグループでテー

マを決め、画仙紙全紙に

共同制作し、発表する。 

・校内に展示する。 

○  

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:グループでの共同制作に関心

を持ち、意欲的に取り組んでい

る。 

b:それぞれの制作意図を発表

し、相談しながらテーマを決

め、表現の工夫をしている。 

c:作品の意図を効果的に表現す

るための技能を身につけ表し

ている。 

d:作品発表により、それぞれの

グループの作品のよさを味わ

っている。 

・観察 

・ワークシー

ト 

・提出作品 

共
同
制
作
２ 

・クラス全員でテーマを決

め、１．６×３Mの紙に共同

制作する。 

・校内に展示する。 

○  

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:クラス全体の共同制作に関心

を持ち、意欲的に取り組んでい

る。 

b:それぞれの制作意図を発表

し、相談しながらテーマを決

め、表現の工夫をしている。 

c:作品の意図を効果的に表現す

るための技能を身につけ表し

ている。 

d:作品を鑑賞し、クラス全体で

ひとつの作品を作り上げたよ

さを味わっている。 

・観察 

・ワークシー

ト 

・提出作品 

※ 表中の観点について a:書への関心・意欲・態度   b:書表現の構想と工夫 

c:創造的な書表現の技能    d:鑑賞の能力 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 


